　　　　　　　（非公式）行 事 報 告 書（イベント・末広小ＰＴＡ・すえひろば）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：坂本久夫　（２０１１．８．４．記述）　　
	  行 事 名
	宝塚市立末広小ＰＴＡ・すえひろば

	実施日時
	２０１１年８月４日（木曜日）　９時３０分～１１時３０分　　天候：晴

	場　　所
	　末広小学校　３Ｆ　理科室

	内　　容


	　　夏休みの研究はこれで決まり！！
1． 逆瀬川に棲む魚や水生昆虫（種は下記参照）　を展示　（新規試み）
2． 顕微鏡で虫や花の中をのぞいて見よう・

3． 安全な化学実験

1 　バブロッケットを作って飛ばしてみよう！　（バブは入浴剤）

2   ペットボトルで顕微鏡を作って花粉をみよう！

	参加人員
来場者
	１０名（大橋・木村・木下晃・木下元・青木・今西・平山・北垣・石崎・坂本）

来場者５４名（大人１７名、小学生３７名）ほかに　校長・教頭・ＰＴＡ幹部
参観：　宝塚市役所・　子ども未来部子ども室青少年課課長

	状況

	「すえひろば」ＰＴＡ主導の放課後や夏休み期間中のこども遊びのひろばとして、３年前に発足、ＭＮＣでは昨年より支援要請を受け、ＭＮＣ非公式行事として受託した行事である。危険を伴う理科実験を企画したため、安全対策としてＰＴＡ応援隊の補助者も確保して、下記３テーマを企画案通り実施した。
1． 「逆瀬川の水の中の生きもの」を展示（名前と特徴を明示）　新規試み
やご（コオニヤンマ・コヤマトンボ・ハグロトンボ・コシボソヤンマ・オジロサナエ・アカネのなかま）

貝とえびとかに（カワニナ・モノアラガイ・ミナミヌマエビ・　　　　　　　　　　　　　サワガニ）

さかな（ドンコ・ヨシノボリ・カワムツ）

ほかのせいぶつ（ミズムシ・ウルマーシマトビゲラ・グマガトビゲラの巣

　　　　　　　　　ニンギョウトビゲラの巣・ホソバトビゲラの巣）

2． 顕微鏡で虫や花の中をのぞいて見よう

トンボやセミの目はどうなっているか！　花のオシベやメシベは・・・

種のいろいろなものを観察した。

3． 安全な化学実験

1 君にもできる　ペットボトルの顕微鏡！！　作成

５００ｍｌのペットボトル、②内側が２重になっていないキャップ（青いもの、③　２．２ｍｍガラスビーズ　を材料に、マイ顕微鏡を作成して花粉をみた。３００年前にさかのぼり顕微鏡の原理を勉強し、体験した。
2 パブロケットを作って飛ばしてみよう！！
フイルムケースとバブ（お風呂の入浴剤）を使い、炭酸ガスの気化圧力を

利用してマイロケットを作成し、実際に飛ばした。全員打ち上げ成功！！

	報告者　感想


	企画と準備は大橋さん、木村さん、木下晃さん、木下元子さんが主導、事前準備も
完璧でＭＮＣ補助者とＰＴＡ補助者が一体になって３７名の児童を応対、児童達も熱心に川の魚やヤゴや草花の観察、パブロケットや顕微鏡の作成に取り組んだ。

夏休みの思い出の１つとして残るものと思う。市役所青少年課（子ども未来部）の
参観をみて、「すえひろば」は学校・ＰＴＡともに重要視している行事であることを認識した。ＭＮＣとしては今後も引き続き支援してしかるべき行事と思う。


